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Ⅰ新技術の解説

１要旨

 栽培マニュアルを作成し、農家用に簡潔に生分解性マルチフィルムの特徴と使用法を提示した。 
（１）生分解性フィルムの分解特性 
 ア 生分解性フィルムの原料及び銘柄により分解速度が異なる(表１)。 
 イ 栽培後フィルムの鋤込み深度が深いと分解が早い。 
（２）栽培の留意点 
 ア 生分解性フィルムは通気性がありマルチ内の土壌が乾きやすい(図１)。 
 イ 生分解性フィルムを張った畦内の晴天日地温は日較差が大きい(表２)。 
 ウ 生分解性フィルムを使用すると畦面、地際部からの雑草発生が多い(表３)。 
（３）生分解性フィルムでマルチ栽培したタバコの生育特徴 
 ア 初期生育が緩慢である。 
 イ 生育経過による草型の変化は少なく、開花時の葉型は槍葉型になる。 
 ウ タバコの生育ステージは促進される(表３)。  
 エ 品質（熟度、Ａタイプ千分比)の向上が図られる(表３)。 
 オ 収量は、減収傾向がみられる(表３)。 
 カ 生分解性フィルムの資材によってタバコの生育が異なる。

２期待される効果

 栽培マニュアルによりフィルム特性や生育の特徴を事前に理解され、生分解性マルチフィルムの導
入が進み、環境への負荷が軽減される。

３適用範囲

 県内葉たばこ栽培地域

４普及上の留意点

(1) タバコ栽培で使用できる生分解性マルチフィルムは、葉たばこ技術開発協会の試験に合格 した資
材に限る。

(2) 下葉収穫時にフィルム片が異物として混入しないように注意する。

(3) 資材費は既存資材の２倍以上であるため環境保全に対する意識の転換が必要である。
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